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「
立
命
館
」の
名
前

の
由
来
を
ご
存
じ
だ

ろ
う
か
。「
立
命
」と

は
中
国
の
古
典
「
孟

子
」盡
心
章
の
一
節
、

「
殀
寿
貳
わ
ず
、
身
を
修
め
て

以
て
之
れ
を
俟
つ
は
、
命
を
立

つ
る
所
以
な
り
」
か
ら
採
っ
た

言
葉
だ
。
こ
れ
は
「
人
間
が
若

死
に
す
る
も
長
生
き
す
る
も
、

す
べ
て
天
命
で
決
め
ら
れ
て
い

る
。
だ
か
ら
生
き
て
い
る
間
は

わ
が
身
の
修
養
に
努
め
て
天
命

を
待
つ
の
が
人
間
の
本
分
を
全

う
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
」
と

訳
さ
れ
る
。つ
ま
り
、「
立
命
館
」

は
人
間
が
そ
の
本
分
を
全
う
す

る
た
め
の
場
所
を
意
味
す
る
▼

「
わ
が
身
の
修
養
」
と
は
、
勉

強
の
こ
と
で
あ
る
。
人
生
で
初

め
て
の
勉
強
は
、「
母
語
」
を

習
得
す
る
こ
と
だ
。
母
語
を
学

ぶ
と
き
に
は
そ
れ
が
何
か
も
分

か
ら
な
い
ま
ま
、
周
囲
か
ら
の

語
り
か
け
に
よ
っ
て
学
習
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。
そ
う
し
て
あ
る

程
度
ま
で
習
得
し
、
他
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
立

し
た
後
で
な
い
と
、「
母
語
」

の
価
値
と
い
う
の
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

故
に
、本
来
の
学
び
の
動
機
は
、

そ
の
価
値
が
分
か
ら
な
い
か
ら

と
い
う
も
の
で
あ
る
は
ず
だ
。

角
度
や
重
さ
を
測
り
た
い
の

に
、
三
角
定
規
し
か
な
い
の
で

は
計
測
が
不
可
能
で
あ
る
よ
う

に
、
学
習
前
の
価
値
観
で
は
学

問
の
価
値
を
正
し
く
測
る
こ
と

は
で
き
な
い
▼
学
問
は
、
知
識

を
得
る
と
い
う
単
純
な
こ
と
で

は
な
く
、
違
う
価
値
観
を
持
つ

別
人
へ
変
化
す
る
た
め
の
プ
ロ

セ
ス
で
あ
る
。
学
習
を
始
め
る

前
か
ら
、「
何
の
役
に
立
つ
か

分
か
ら
な
い
か
ら
」
と
学
ぶ
の

を
や
め
て
し
ま
う
の
は
も
っ
た

い
な
い
。
何
の
役
に
立
つ
の
か

理
解
で
き
る
自
分
へ
変
わ
る
た

め
に
学
ぶ
の
だ
。
何
事
も
ま
ず

は
始
め
て
み
よ
う
。�（
大
小
田
）

　

10
月
30
日
、
Ｂ
Ｋ
Ｃ
で
学
園

祭
が
開
催
さ
れ
た
。
昨
年
と
異

な
り
１
キ
ャ
ン
パ
ス
・
１
日
の

開
催
と
な
っ
た
学
園
祭
に
つ
い

て
本
紙
で
は
、
八
木
常
任
委
員

長
・
寺
田
中
央
事
務
局
長
・
金

山
学
園
祭
実
行
委
員
長
へ
の
取

材
を
踏
ま
え
、
今
回
の
学
園
祭

に
つ
い
て
振
り
返
る
。

遅
れ
た
開
催
時
期
の
公
表

　

学
園
祭
が
１
キ
ャ
ン
パ
ス
、

１
日
開
催
で
あ
る
こ
と
が
決
定

・
公
表
さ
れ
た
の
は
７
月
で
あ

る
。
こ
こ
ま
で
長
引
い
た
理
由

に
つ
い
て
「
昨
年
の
３
キ
ャ
ン

パ
ス
開
催
を
踏
ま
え
た
、
今
年

度
の
学
園
祭
の
在
り
方
に
つ
い

て
の
議
論
が
長
引
い
た
。
ま

た
、
安
全
確
保
に
つ
い
て
の
説

明
責
任
を
果
た
せ
る
段
階
に
な

っ
て
か
ら
正
式
決
定
お
よ
び
公

表
に
踏
み
切
っ
た
」
と
八
木
常

任
委
員
長
は
説
明
す
る
。

　

今
年
度
学
園
祭
の
在
り
方

は
、
８
月
に
学
友
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
開
示
さ
れ
た
『
２
０

１
６
年
度
立
命
館
大
学
学
園
祭

の
開
催
に
つ
い
て
』
で
示
さ
れ

た
。
こ
の
中
で
は
、「
立
命
館

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
」

が
謳
わ
れ
て
い
る
。
一
つ
の
キ

ャ
ン
パ
ス
で
学
園
祭
を
作
り
上

げ
る
こ
と
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を

超
え
た
交
流
を
行
い
、
一
つ
の

学
園
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
醸

成
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

予
算
規
模
と
情
報
宣
伝

　

一
方
で
、
今
年
の
情
報
宣
伝

間
違
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
そ

れ
を
３
万
５
千
人
の
学
生
を
擁

す
る
本
学
で
ど
の
よ
う
に
実
現

し
て
い
く
の
か
。
ま
ず
は
、
中

央
委
員
会
側
で
来
年
１
月
を
め

ど
に
ま
と
め
ら
れ
る
総
括
に
注

目
し
た
い
。

�

（
眞
子
）

　

10
月
12
日
、
朱
雀
キ
ャ
ン
パ

ス
に
て
今
年
度
第
１
回
全
学
協

議
会
が
行
わ
れ
た
。
全
学
協
議

会
は
慣
例
と
し
て
４
年
に
１
度

の
開
催
だ
が
、
昨
年
度
は
延
期

と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
協
議
を

踏
ま
え
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
全
学
協
で
は
、
学
友

会
・
大
学
院
生
協
議
会
連
合
会

（
院
生
協
議
会
）・
教
職
員
組
合

・
常
任
理
事
会
・
生
協
（
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
）
が
、
①
「
学
び
の

環
境
整
備
」、
②「
学
生
生
活
」、

③
「
大
学
院
教
育
」、
④
「
学

費
・
財
政
政
策
」、
⑤
「
今
後

の
全
学
協
議
会
」
の
五
つ
の
課

題
を
中
心
に
議
論
を
行
っ
た
。

な
ど
学
内
デ
バ
イ
ス
、
私
用
の

デ
バ
イ
ス
を
問
わ
ず
に
、
ど
の

デ
バ
イ
ス
か
ら
で
も
メ
ー
ル
を

管
理
で
き
る
。
以
前
よ
り
使
用

し
て
い
た
学
内
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
と
パ
ス
ワ
ー
ド
でOffice365

Education

に
ロ
グ
イ
ン
す
る

こ
と
が
可
能
だ
。
旧
メ
ー
ル
シ

ス
テ
ム
の
送
受
信
済
み
メ
ー
ル

デ
ー
タ
や
、
ア
ド
レ
ス
帳
デ
ー

タ
を
、
新
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
に

コ
ピ
ー
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

し
か
し
、
コ
ピ
ー
が
可
能
な
期

間
は
12
月
26
日
ま
で
と
な
っ
て

さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
情
報
宣
伝
の
少
な

さ
は
、
予
算
の
影
響
な
の
だ
ろ

う
か
。
学
園
祭
予
算
は
、
昨
年

度
よ
り
１
０
０
０
万
円
ほ
ど
少

な
い
約
３
１
６
０
万
円
で
あ

る
。
こ
の
予
算
規
模
に
つ
い

て
、
八
木
委
員
長
は
「
企
画
の

割
り
振
り
な
ど
を
工
夫
す
れ
ば

３
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
も
可
能
」

と
し
な
が
ら
、「『
学
園
祭
よ
り

も
個
々
の
団
体
の
支
援
に
使
っ

た
方
が
よ
い
』
と
の
意
見
か

ら
、
今
年
度
は
予
算
が
少
な
く

な
っ
た
」
と
述
べ
た
。
あ
く
ま

で
も
今
回
の
学
園
祭
運
営
に
あ

た
っ
て
は
適
正
な
規
模
だ
と
の

見
解
だ
。

学
生
文
化
の
展
望

　

終
了
か
ら
１
か
月
を
待
た
な

い
現
時
点
で
も
、
学
園
祭
の
意

義
と
実
際
の
運
営
に
ち
ぐ
は
ぐ

な
点
が
あ
る
の
は
否
め
な
い
。

キ
ャ
ン
パ
ス
の
垣
根
を
越
え
た

学
生
の
交
流
と
い
う
方
向
性
は

に
つ
い
て
は
「
例
年

通
り
」
と
い
う
。
寺

田
事
務
局
長
は
「
衣

笠
や
Ｏ
Ｉ
Ｃ
で
は
当

日
に
向
け
た
デ
コ
レ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
な

い
分
、
学
園
祭
に
向

け
た
雰
囲
気
が
高
ま

ら
な
か
っ
た
の
で

は
」
と
分
析
す
る
。

「
立
命
館
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
」

の
た
め
に
Ｂ
Ｋ
Ｃ
だ

け
で
の
開
催
と
し
た

の
な
ら
ば
、
他
キ
ャ

ン
パ
ス
の
学
生
へ
の

周
知
が
も
っ
と
徹
底

　

11
月
１
日
よ
り
、
本
学
の
メ

ー
ル
シ
ス
テ
ム
がcybermail

か
らOffice365Education

に

移
行
さ
れ
た
。Office365

と

は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
が
提

供
す
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
で

あ
り
、Office

製
品
の
ツ
ー
ル

が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
だ
。

　

Office365Education

で
は
、

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
の
容
量
が
50

Ｇ
Ｂ
確
保
さ
れ
て
お
り
、
容
量

を
気
に
せ
ず
に
メ
ー
ル
の
送
受

信
が
可
能
だ
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン

①
に
つ
い
て
、
ピ
ア
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
の
推
進
と
政
策
科
学
部
に

お
け
る
オ
リ
タ
ー
活
動
の
停
止

は
矛
盾
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
学
友
会
の
指
摘
に
対

し
、
理
事
会
側
は
、「
同
学
部

で
は
授
業
支
援
を
行
う
学
生
団

体
が
あ
る
。
全
学
で
共
通
し
た

ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
で
は
な
く
、

各
学
部
の
教
学
特
性
に
応
じ
て

何
が
適
切
か
を
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
」
と
の
見
解
を
示

し
た
。
④
の
議
論
で
は
、
教
職

員
組
合
か
ら
理
事
会
に
対
し
、

物
価
の
上
昇
に
合
わ
せ
た
ス
ラ

イ
ド
乗
率
の
上
昇
に
根
拠
が
薄

い
と
の
厳
し
い
声
が
上
が
っ

た
。
⑤
に
お
い
て
は
、
学
友
会

が
、
本
学
が
掲
げ
る
「
全
構
成

員
自
治
」
の
実
現
を
、
学
生
実

態
に
即
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
懇
談

会
を
軸
と
し
た
あ
り
方
に
す
べ

き
と
主
張
。
全
学
協
議
会
の
在

り
方
は
、
今
後
も
重
要
な
論
点

と
し
て
協
議
が
進
め
ら
れ
る
。

い
る
。

　

ま
た
、
１
人
に
つ
き
最
大
５

台
のW

indows

パ
ソ
コ
ン
や

Mac

に
、
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル

な
ど
の
五
つ
のOffice

製
品
を

使
用
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。
最

大
５
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
５
台

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
にOffice

ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
で
き

る
。OneDrive

の
容
量
も
１
Ｔ

Ｂ
ま
で
使
用
可
能
で
、
フ
ァ
イ

ル
や
画
像
な
ど
を
保
存
で
き

る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
予
定
表

や
、
タ
ス
ク
機
能
、
無
制
限
の

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
な
ど
、
様
々

な
機
能
が
利
用
可
能
に
な
る
。

�
（
宮
山
）

学
生
全
員
で
知
恵
を
出
そ
う

本
学
の
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
移
行

クライマックス、セントラルステージの様子。
学園祭は盛況のうちに幕を閉じた　　　　　　

当日は消防によるチェックの目も入った

学園祭 意義の具現化に課題

全　学　協

今後の在り方の
議論も
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社 説 これでいいのか“学友会”!?
　

今
年
の
学
園
祭
は
１
キ
ャ
ン
パ
ス
開

催
、
そ
し
て
そ
の
日
程
は
例
年
よ
り
二

週
間
早
い
も
の
だ
っ
た
。
不
満
を
覚
え

た
学
生
は
多
く
、実
際
、学
園
祭
に
お
い

て
表
現
の
場
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
学

生
や
団
体
が
存
在
す
る
。「
学
友
会
が
悪

い
」と
い
う
意
見
は
正
し
い
。
学
友
会
、

つ
ま
り
立
命
館
大
学
に
所
属
す
る
学
生

全
員
が
責
任
を
負
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

立
命
館
大
学
学
友
会
は
、
立
命
館
大

学
の
全
学
生
で
構
成
さ
れ
る
自
治
組
織

だ
。
中
学
校
や
高
等
学
校
に
存
在
す
る

生
徒
会
と
異
な
り
、
学
校
側
か
ら
の
関

与
が
少
な
い
、
学
生
に
よ
る
学
生
の
た

め
の
組
織
で
あ
る
。
立
命
館
大
学
に
入

学
し
た
瞬
間
か
ら
全
学
生
が
学
友
会
の

会
員
だ
。
し
か
し
学
友
会
は
二
分
さ
れ

る
。
学
友
会
の
最
高
議
決
機
関
、
中
央

委
員
会
に
所
属
す
る
学
生
と
そ
の
他
の

団
体
に
所
属
す
る
一
般
学
生
だ
。
だ
か

ら
学
園
祭
に
関
す
る
抗
議
対
象
は
中
央

委
員
会
で
あ
ろ
う
。
中
央
委
員
会
の
責

任
は
一
般
学
生
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

が
少
な
い
こ
と
だ
。
中
央
委
員
会
が
公

表
す
る
情
報
の
開
示
に
基
準
が
な
い
た

め
、
中
央
委
員
会
が
公
表
す
べ
き
と
判

断
し
た
情
報
の
み
が
開
示
さ
れ
る
。
だ

が
、一
般
学
生
に
も
責
任
が
存
在
す
る
。

そ
れ
は
学
友
会
所
属
意
識
が
希
薄
な
こ

と
だ
。
中
央
委
員
会
に
抗
議
す
る
権
利

が
あ
る
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　

こ
の
問
題
の
解
決
に
は
、
中
央
委
員

会
が
積
極
的
な
情
報
公
開
を
す
る
こ

と
、
一
般
学
生
が
学
友
会
員
と
し
て
の

権
利
を
行
使
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

立
命
館
大
学
の
学
生
誰
も
が
平
等
に
、

立
命
館
大
学
学
友
会
の
一
員
な
の
だ
、

と
い
う
意
識
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

が
、
７
月
に
は
３
階
Ｓ
キ
ュ
ー

ビ
ッ
ク
付
近
で
の
喫
煙
と
ポ
イ

捨
て
、
そ
し
て
９
月
に
は
３
階

の
ゴ
ミ
箱
か
ら
火
の
つ
い
た
タ

バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
に
よ
る
発
煙

と
い
う
事
案
が
発
生
し
た
。

　

７
月
の
事
案
の
段
階
で
学
生

部
は
、
学
生
会
館
を
利
用
す
る

団
体
に
対
し
、
喫
煙
問
題
が
解

消
さ
れ
な
い
場
合
に
は
学
生
会

館
使
用
を
制
限
す
る
旨
を
文
書

で
通
知
し
た
。
そ
れ
で
も
、
９

月
に
再
び
喫
煙
が
発
生
し
て
し

ま
っ
た
。

　

こ
の
事
態
を
受
け
、
学
友
会

と
学
生
部
で
構
成
さ
れ
る
学
生

会
館
運
営
委
員
会
は
、
今
後
の

対
応
を
協
議
。
学
生
部
は
当

初
、
学
生
会
館
使
用
を
即
座
に

停
止
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

た
が
、
学
生
側
か
ら
「
適
正
に

明
と
と
も
に
、
出
席
者
（
学
生

会
館
利
用
団
体
の
代
表
者
）
ど

う
し
に
よ
る
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

向
上
の
た
め
の
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。
こ
こ
で
集
ま
っ
た
ア

イ
デ
ア
は
、
運
営
委
員
会
に
て

具
体
化
の
議
論
が
進
ん
で
い
る

と
い
う
。

　

喫
煙
そ
の
も
の
は
個
人
の
自

由
で
あ
る
。
し
か
し
、
全
面
禁

煙
に
つ
い
て
は
そ
の
賛
否
は
と

も
か
く
、
ル
ー
ル
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い
。
喫
煙
者
に

は
肩
身
の
狭
い
世
間
で
は
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
禁
煙
者
に

は
健
康
を
守
ろ
う
と
す
る
権
利

が
あ
る
。
そ
れ
を
侵
し
て
ま
で

自
ら
の
嗜
好
を
優
先
す
る
の

は
、
あ
ま
り
に
身
勝
手
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
無
論
、
未
成
年

者
の
喫
煙
は
法
律
で
禁
じ
ら
れ

て
い
る
。

�

（
眞
子
）

　

来
年
４
月
よ
り
朱
雀
キ
ャ
ン

パ
ス（
京
都
市
中
京
区
）に
設
置

す
る「
教
職
研
究
科（
教
職
大
学

院
）」が
正
式
に
文
科
省
か
ら
正

式
に
認
可
さ
れ
た
。「
臨
床
教

育
」「
教
育
方
法
・
学
習
化
学
」

「
国
際
教
育
」の
３
つ
の
コ
ー
ス

を
設
け
、
学
校
現
場
で
の
現
代

の
諸
課
題
や
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代

に
対
応
し
た
教
育
を
行
え
る
教

員
の
養
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　

単
独
で
教
職
大
学
院
を
開
設

す
る
の
は
、
西
日
本
の
私
立
大

学
で
は
立
命
館
大
学
が
初
め
て

で
、
４
キ
ャ
ン
パ
ス
・
14
学
部

20
研
究
科
を
有
す
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
生
か
し
た
総
合
大
学
な

ら
で
は
の
多
様
な
学
び
の
環
境

が
整
う
こ
と
に
な
る
。

　

い
じ
め
や
不
登
校
、
体
罰
に

虐
待
問
題
な
ど
、
複
雑
化
・
深

刻
化
す
る
教
育
課
題
に
加
え
、

急
速
に
発
展
す
る
情
報
通
信
技

術
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
、
教

育
現
場
は
厳
し
い
環
境
下
に
あ

る
。
こ
う
し
た
中
、
教
育
現
場

で
は
よ
り
一
層
、
教
員
の
「
資

質
」
の
高
さ
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
今
回
の
教
職
研
究
科
の
開

設
に
は
こ
う
し
た
学
校
教
育
現

場
の
変
化
が
背
景
に
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
本
学
で
は
約
７
０

０
０
名
の
教
員
を
輩
出
し
て
お

り
、
小
中
高
合
わ
せ
五
つ
の
附

属
校
も
持
つ
こ
と
か
ら
学
校
教

育
へ
の
実
績
が
あ
る
。
同
研
究

科
で
は
三
つ
の
コ
ー
ス
を
設

け
、
院
生
の
ニ
ー
ズ
と
適
切
に

合
わ
せ
ら
れ
る
ほ
か
、
附
属
校

や
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
京
都

（
11
月
１
日
付
）

▽
主
幹
就
任　

眞
子
弘
之
助

（
産
社
２
）　

▽
退
任　

石

田
遼
太
（
文
３
）

▽
Ｂ
Ｋ
Ｃ
局
長
就
任　

小
澤
真

由
季
（
生
命
２
）

▽
Ｏ
Ｉ
Ｃ
局
長
就
任　

清
水
淳

一
郎
（
産
社
２
）

▽
財
務
局
長
就
任　

中
川
剛
史

（
産
社
２
）　

▽
退
任　

眞

子
弘
之
助
（
産
社
２
）

　

今
年
度
よ
り
本
社
は
規
約
の

改
正
に
伴
い
、
各
役
員
の
任
期

を
、
２
０
１
６
年
11
月
１
日
よ

り
２
０
１
７
年
10
月
31
日
ま

で
、
と
変
更
い
た
し
ま
し
た
。

尚
、
Ｂ
Ｋ
Ｃ
局
長
な
ら
び
に
Ｏ

Ｉ
Ｃ
局
長
は
、
昨
年
度
よ
り
留

任
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
な
点
は
多

々
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
ま
で
と

変
わ
ら
ぬ
ご
愛
読
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
主
幹
の
挨
拶
〉

　

新
し
く
主
幹
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
眞
子
弘
之
助
と
申
し

ま
す
。

　

現
在
、
日
刊
紙
の
発
行
部
数

は
大
幅
に
減
少
し
、
急
速
に
普

　

国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に

お
い
て
来
館
者
は
、
た
だ
見
て

い
る
だ
け
の
傍
観
者
で
は
な

く
、
誰
も
が
国
際
平
和
を
考
え

る
当
事
者
の
一
人
だ
。
片
岡
さ

ん
は
「
国
際
平
和
と
い
え
ど
も

何
か
し
ら
自
分
の
専
門
と
し
て

い
る
分
野
に
繋
が
っ
て
い
る
も

の
が
あ
り
、
新
し
い
視
点
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
話
す
。

　

国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

は
、
本
学
の
学
生
で
あ
れ
ば
無

料
で
入
場
で
き
る
。「
自
分
に

は
関
係
な
い
、
難
し
い
」
と
言

っ
た
固
定
観
念
は
捨
て
、
一
度

こ
こ
を
訪
れ
国
際
平
和
を
考
え

て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

�

（
川
邉
）

が
で
き
る
。 

　

地
階
で
は
、
現
物
資
料
や
映

像
を
見
な
が
ら
戦
争
と
平
和
に

つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
階
や
２
階
で
は
、
来
館
者
が

能
動
的
に
学
ん
だ
り
、
調
べ
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
特
に
利
用
し
て

ほ
し
い
の
は
、
２
階
の
「
平
和

を
も
と
め
て
」
の
フ
ロ
ア
だ
と

片
岡
さ
ん
は
語
る
。
そ
こ
で
は

各
種
統
計
が
わ
か
り
や
す
く
紹

介
さ
れ
た
サ
イ
コ
ロ
や
写
真
パ

ネ
ル
に
つ
い
て
、
学
生
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
説
明
が
随
時
行
わ
れ

て
い
る
。
学
生
ど
う
し
で
意
見

を
交
わ
す
こ
と
も
、
よ
り
深
い

学
び
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
片
岡
さ
ん
は

言
う
。 

　

国
際
平
和
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
は

「
平
和
を
見
つ

め
て
、
平
和
を

調
べ
る
、
平
和

を
も
と
め
て
」

と
い
う
三
つ
の

テ
ー
マ
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、

来
館
者
は
テ
ー

マ
ご
と
の
フ
ロ

ア
を
見
て
回
り

な
が
ら
段
階
的

に
平
和
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と

及
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
そ

の
端
末
が
メ
デ
ィ
ア
を
台
頭
し

て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
う
し
た
社
会
の
趨
勢
を
踏

ま
え
弊
社
は
、
長
年
の
信
頼
を

得
て
お
り
ま
す
紙
媒
体
は
据
え

置
き
つ
つ
、
デ
ジ
タ
ル
化
も
展

開
し
て
い
く
考
え
で
す
。
ま

た
、「
学
生
と
と
も
に
在
る
メ

デ
ィ
ア
」
と
し
て
の
存
在
感
も

高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

府
・
京
都
市
・
大
阪
府
・
滋
賀

県
の
四
つ
の
教
育
委
員
会
が
管

轄
す
る
公
立
校
を
合
わ
せ
た
26

校
の
「
連
携
協
力
校
」
で
院
生

が
実
習
を
行
う
こ
と
で
、
教
育

現
場
と
総
合
大
学
の
大
学
院
で

の
学
び
を
往
還
さ
せ
、
理
論
と

実
践
に
基
づ
く
高
い
指
導
力
と

専
門
性
、
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
で
も
通
用
す
る
課
題
解
決

力
を
備
え
た
教
員
を
目
指
し
て

い
る
。

　

教
職
研
究
科
は
２
０
１
７
年

４
月
に
朱
雀
キ
ャ
ン
パ
ス
に
開

設
さ
れ
、
入
学
定
員
は
35
名
。

11
月
と
２
月
に
そ
れ
ぞ
れ
入
試

を
予
定
し
て
い
る
。�

（
吉
武
）

誓
約
書
を
提
出
し
た
団
体
に
は

こ
れ
ま
で
通
り
の
利
用
を
認
め

る
と
い
う
結
論
に
至
り
、
後
期

セ
メ
ス
タ
ー
開
始
後
に
ガ
イ
ダ

ン
ス
が
行
わ
れ
た
。

　

ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
現
状
の
説

利
用
し
て
い
る
学
生
に
迷
惑
を

か
け
た
く
は
な
い
」
と
の
声
が

上
が
っ
た
。
そ
こ
で
、
学
友
会

と
学
生
部
の
共
催
で
利
用
団
体

に
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
い
、
な
お

か
つ
そ
の
出
席
者
に
配
布
す
る

回
っ
た
後
、
何
か
感
じ
る
も
の

が
あ
る
だ
ろ
う
」
と
国
際
平
和

　

「
気
軽
に
訪
れ
て
み
て
ほ
し

い
。
す
べ
て
の
フ
ロ
ア
を
見
て

　

国
際
平
和
と
聞
く
と
、
と
て
も
重
い
問
題
の
よ
う
に

も
聞
こ
え
る
が
、
そ
れ
を
誰
で
も
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
場
所
が
立
命
館
に
は
あ
る
。
８
月
を
も
っ
て
来
館
者

１
０
０
万
人
を
突
破
し
た
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

だ
。
今
回
は
そ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
理
念
に
つ
い
て
課

長
の
片
岡
さ
ん
に
取
材
し
た
。

は
後
を
絶
た
な
い
。
学
生
会
館

に
お
い
て
は
、
今
年
の
６
月
に

は
３
階
多
目
的
ト
イ
レ
に
て
火

災
感
知
器
の
取
り
外
し
と
破
壊

　

本
学
で
は
２
０
１
３
年
度
よ

り
キ
ャ
ン
パ
ス
全
面
禁
煙
化
が

敷
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
キ

ャ
ン
パ
ス
内
で
の
学
生
の
喫
煙 ゴ

ミ
箱
か
ら
発
煙

９月11日、学生会館３階のゴミ箱から
発見されたタバコ（学生部提供）

国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス

９月11日に発煙が確認されたゴミ箱の中の様子。
中央に焦げた跡がわかる（学生部提供）

国際平和ミュージアム来館者

100万人突破

西日本の私大初の
教職研究科

役
員
交
代
の

�

お
知
ら
せ

主　　幹
眞子弘之助（産社２）

財務局長
中川剛史（産社２）

ＯＩＣ局長
清水淳一郎（産社２）

ＢＫＣ局長
小澤真由季（生命２）

特別展「絵葉書にみる日本と
中国」が現在開催中である　

学生
会館

　

衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
会
館
で
は
、
喫
煙
を
は
じ
め
、
設
備
の
損
壊
な
ど
の
ル
ー
ル
違

反
が
相
次
い
で
い
る
。
学
生
部
も
、
今
回
取
材
を
行
っ
た
奥
田
さ
ん
と
名
和
さ
ん
を
中
心

に
学
友
会
な
ど
と
対
応
を
協
議
し
て
い
る
。
そ
の
話
も
踏
ま
え
、
学
生
の
自
治
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
て
い
る
学
生
会
館
の
在
り
方
、
そ
し
て
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
考
え
る
。

来春開設へ
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優勝決定戦で関大に敗れる

　

11
月
13
日
、
ヤ
ン
マ
ー
ス
タ

ジ
ア
ム
長
居
で
関
西
学
生
サ
ッ

カ
ー
リ
ー
グ
最
終
節
の
大
体
大

戦
が
行
わ
れ
、
立
命
大
が
１
―

２
で
敗
れ
た
。
こ
の
結
果
、
５

位
が
確
定
し
、
上
位
４
チ
ー
ム

に
与
え
ら
れ
る
イ
ン
カ
レ
の
出

場
権
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
イ
ン
カ
レ
出
場
が
か
か

っ
た
試
合
な
だ
け
に
悔
し
い
一

戦
と
な
っ
た
が
、
個
人
で
は
、

得
点
ラ
ン
キ
ン
グ
２
位
の
木

藤
、
ア
シ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
上

位
の
國
分
の
活
躍
が
光
っ
た
。

　

試
合
を
終
え
、
米
田
隆
監
督

は
「
こ
の
１
年
間
、
４
回
生
が

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
進
め
て
く
れ

た
」
と
語
っ
た
。

つ
上
げ
、
２
位
で
６
区
の
ア
ン

カ
ー
大
森
へ
優
勝
に
望
み
を
つ

な
ぐ
走
り
を
見
せ
た
。
し
か

し
、
１
位
松
山
大
と
の
１
分
４

秒
の
差
を
詰
め
る
こ
と
は
で
き

ず
、
２
位
の
ま
ま
涙
で
レ
ー
ス

を
終
え
た
。

　

完
敗
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ

た
立
命
大
だ
が
、
12
月
30
日
に

静
岡
県
で
行
わ
れ
る
富
士
山
女

子
駅
伝
で
雪
辱
を
誓
う
。

　

11
月
５
日
、
ヤ
ン
マ
ー
ス
タ

ジ
ア
ム
長
居
で
行
わ
れ
た
関
西

学
生
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
の
関
西
大
学
カ
イ
ザ

ー
ス
戦
。
立
命
館
大
学
パ
ン
サ

ー
ズ
が
関
大
に
10
―
６
で
辛
く

も
勝
利
し
た
。
こ
の
結
果
、
６

戦
全
勝
で
、
全
日
本
大
学
選
手

権
に
進
む
こ
と
が
決
ま
り
、
次

戦
、
宿
敵
関
学
大
と
１
位
を
か

け
て
戦
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

試
合
は
、
立
命
大
が
１
Ｑ
に

Ｒ
Ｂ
森
本
の
Ｔ
Ｄ
ラ
ン
で
先
制

す
る
。
勢
い
そ
の
ま
ま
に
２
Ｑ

も
試
合
の
主
導
権
を
握
る
立
命

大
だ
っ
た
が
、
攻
め
き
れ
ず
Ｑ

Ｂ
栃
尾
の
Ｆ
Ｇ
３
点
に
止
ま

る
。
し
か
し
、
Ｄ
Ｆ
陣
が
相
手

の
攻
撃
陣
を
完
全
に
抑
え
込

み
、
10
―
０
で
前
半
を
終
え

る
。

　

前
半
、
優
勢
だ
っ
た
立
命
大

だ
が
、
後
半
は
、
反
則
、
小
さ

な
ミ
ス
か
ら
関
大
に
攻
め
込
ま

れ
る
展
開
が
続
く
。
立
て
続
け

に
パ
ス
を
決
め
ら
れ
、
関
大
に

Ｔ
Ｄ
を
許
す
。
そ
の
後
も
我
慢

の
展
開
が
続
く
が
、
関
大
の
Ｆ

Ｇ
失
敗
に
何
度
も
救
わ
れ
、
10

―
６
で
３
Ｑ
を
終
え
る
。
４
Ｑ

も
関
大
の
猛
攻
を
受
け
、
自
陣

残
り
３
ヤ
ー
ド
の
距
離
ま
で
攻

め
こ
ま
れ
る
が
、
Ｄ
Ｆ
陣
が
窮

地
を
守
り
抜
き
、
苦
し
く
も
勝

利
し
た
。

　

試
合
後
、
米
倉
輝
監
督
は

「
情
け
な
い
。
ミ
ス
が
目
立
っ

て
し
ま
っ
た
」
と
悔
し
さ
を
滲

ま
せ
た
。�

（
中
川
）

号
が
見
え
始
め
た
。

　

そ
れ
で
も
、
こ
こ
か
ら
５
年

連
続
王
者
と
し
て
の
意
地
を
立

命
大
が
見
せ
始
め
る
。
去
年
、

同
大
会
で
、
ア
ン
カ
ー
を
務
め

た
和
田
が
怒
涛
の
追
い
上
げ
を

見
せ
、
一
気
に
順
位
を
６
位
か

ら
３
位
に
ま
で
上
げ
た
。
４
区

を
終
え
た
時
点
で
１
位
と
は
36

秒
差
で
５
区
の
関
に
繋
い
だ
。

関
も
粘
り
の
走
り
で
順
位
を
一

　

10
月
30
日
、
第
34
回
杜
の
都

全
日
本
大
学
女
子
駅
伝
が
仙
台

市
で
行
わ
れ
、
立
命
大
は
松
山

大
に
１
分
11
秒
差
を
つ
け
ら

れ
、
２
位
（
２
時
間
５
分
７

秒
）
に
終
わ
り
、
前
人
未
踏
の

６
連
覇
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

大
会
前
に
け
が
人
が
続
出
し
て

い
た
と
は
い
え
、
15
年
ぶ
り
に

区
間
賞
が
一
人
も
出
な
い
悔
し

い
結
果
と
な
っ
た
。

　

レ
ー
ス
は
序
盤
か
ら
各
大
学

が
飛
ば
す
と
い
う
稀
に
見
る
幕

開
け
と
な
っ
た
。そ
ん
な
中
、１

区
菅
野
が
集
団
を
引
っ
張
る
展

開
と
な
っ
て
い
た
が
、
第
１
中

継
所
手
前
で
の
失
速
が
響
き
、

６
位
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

　

立
命
大
が
先
頭
を
譲
っ
た
の

は
12
年
の
１
区
以
来
の
こ
と
だ

っ
た
。

　

続
く
２
区
池
内
も
一
時
は
ト

ッ
プ
集
団
に
ま
で
追
い
上
げ
た

が
、
後
半
で
の
失
速
で
５
位
と

思
う
よ
う
に
順
位
を
上
げ
ら
れ

ず
差
を
広
げ
ら
れ
た
。
後
続
の

３
区
佐
藤
が
終
了
し
た
時
点
で

立
命
大
は
１
位
と
は
１
分
６
秒

差
の
６
位
と
い
う
厳
し
い
状
況

で
、
４
区
和
田
に
タ
ス
キ
が
渡

り
、
６
連
覇
に
向
け
て
黄
色
信

４
に
伸
ば
し
関
西
大
と
勝
ち
点
、

勝
率
と
も
に
並
ん
だ
た
め
優
勝
決

定
戦
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

勝
て
ば
４
連
覇
の
か
か
る
優
勝

決
定
戦
で
は
先
発
の
２
年
生
右
腕

黒
田
が
三
回
に
２
点
の
先
制
を
許

し
、
中
盤
以
降
継
投
で
繋
ぐ
も
四

死
球
や
ミ
ス
が
絡
ん
で
追
加
点
を

奪
わ
れ
た
。
打
線
は
相
手
と
同
じ

９
安
打
を
放
ち
な
が
ら
も
繋
が
り

に
欠
け
相
手
投
手
陣
を
打
ち
崩
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

あ
と
が
な
い
状
態
か
ら
あ
と
１

勝
で
優
勝
、
立
命
大
史
上
初
の
４

連
覇
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
持
ち
込

ん
だ
た
め
非
常
に
悔
し
い
秋
季
リ

ー
グ
戦
と
な
っ
た
。
な
お
外
野
手

部
門
で
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
に
２
年
の

辰
巳
が
選
ば
れ
た
。

　

硬
式
野
球
部
は
10
月
24
日
に
わ

か
さ
ス
タ
ジ
ア
ム
京
都
（
京
都
市

右
京
区
）
で
行
わ
れ
た
関
西
大
学

と
の
優
勝
決
定
戦
に
敗
戦
し
、
今

秋
の
リ
ー
グ
戦
を
含
め
４
季
連
続

優
勝
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

硬
式
野
球
部
は
10
月
23
日
、
一

勝
一
敗
と
絶
対
に
勝
ち
点
を
落
と

せ
な
い
状
態
で
臨
ん
だ
伝
統
の

「
立
同
戦
」（
第
三
戦
）
は
、
初

戦
で
敗
戦
投
手
と
な
っ
た
３
年
の

東
が
先
発
し
た
。
緊
迫
し
た
投
手

戦
で
０
―
０
の
ま
ま
延
長
戦
に
突

入
し
十
回
に
一
死
三
塁
か
ら
３
年

の
早
田
が
右
犠
飛
を
打
ち
サ
ヨ
ナ

ラ
で
勝
利
し
た
。
先
発
の
東
は
延

長
十
回
を
投
げ
切
り
４
安
打
完
封

で
試
合
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

こ
の
一
戦
に
勝
利
し
勝
ち
点
を

　

９
月
９
日
、
第
37
回
連
盟
祭

～
四
雄
の
宴
～
が
京
都
駅
ビ
ル

室
町
小
路
広
場
（
大
階
段
広

場
）
に
て
開
催
さ
れ
た
。
連
盟

祭
～
四
雄
の
宴
～
と
は
、
関
西

四
私
立
大
学
応
援
団
連
盟
に
よ

る
、
年
に
一
度
公
開
さ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
で
、
関
西
大
學
應
援
團

・
関
西
学
院
大
學
應
援
團
総
部

・
同
志
社
大
學
應
援
團
・
立
命

館
大
学
応
援
団
で
構
成
さ
れ

る
。

　

各
大
学
の
応
援
団
に
よ
る
単

独
ス
テ
ー
ジ
は
も
ち
ろ
ん
、
チ

ア
ガ
ー
ル
の
合
同
ス
テ
ー
ジ
や

吹
奏
楽
部
合
同
ス
テ
ー
ジ
な
ど

も
披
露
さ
れ
た
。
４
校
合
同
コ

ン
バ
ッ
ト
ス
テ
ー
ジ
や
フ
ィ
ナ

ー
レ
ス
テ
ー
ジ
で
の
連
盟
歌
の

合
唱
で
は
応
援
団
員
や
チ
ア
の

迫
力
の
あ
る
演
技
披
露
が
展
開

さ
れ
た
。

　

立
命
館
大
学
応
援
団
は
、
今

年
は
主
幹
校
と
し
て
参
加
し
、

他
大
学
に
は
見
ら
れ
な
い
吹
奏

楽
部
と
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
の
２

部
１
体
の
立
命
館
大
学
応
援
団

ら
し
さ
を
全
面
的
に
出
し
た
ス

テ
ー
ジ
を
披
露
し
、
会
場
も
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。�（
宮
山
）

立命大史上初の４連覇ならず

四雄の宴のオープニングにて各大学の団旗が
掲げられた　　　　　　　　　　　　　　　

試合後、うなだれる選手たち

相手の猛攻に耐える立命DF陣

先
頭
集
団
で
走
る
１
区
菅
野
（
写
真
＝
中
大
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
部
提
供
）４連覇を逃した立命ナイン

関学戦
いざ、

へ

四雄の宴 盛大に開催

女
子
駅
伝 

２
位

６
連
覇
な
ら
ず

サ
ッ
カ
ー
逆
転
負
け

イ
ン
カ
レ
逃
す
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文
学
部
の
東
山
篤
規
教
授

が
、「
光
学
的
・
身
体
的
変
換
視

野
の
効
果（
股
の
ぞ
き
効
果
）」、

す
な
わ
ち
「
股
の
間
か
ら
も
の

を
見
る
と
見
え
方
が
変
わ
る

か
」
に
つ
い
て
、
実
際
よ
り
小

さ
く
見
え
る
「
股
の
ぞ
き
効

果
」
を
実
証
し
た
研
究
で
、
第

26
回
イ
グ
・
ノ
ー
ベ
ル
賞
知
覚

賞
を
受
賞
し
た
。
今
回
の
研
究

は
、
大
阪
大
学
の
足
立
浩
平
教

授
と
の
共
同
研
究
。
イ
グ
・
ノ

ー
ベ
ル
賞
と
は
、
人
々
を
笑
わ

せ
、
そ
し
て
考
え
さ
せ
る
業
績

を
称
え
る
賞
だ
。
同
賞
は
並
外

れ
た
も
の
を
祝
福
し
、
想
像
力

を
賞
賛
し
、
人
々
の
科
学
、
機

械
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
へ
の
関
心

を
刺
激
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ

た
。
今
回
の
東
山
教
授
の
受
賞

で
、
日
本
人
の
受
賞
者
は
10
年

連
続
、
延
べ
60
人
と
な
っ
た
。

　

東
山
教
授
は
元
々
、
物
の
見

え
方
は
体
の
位
置
や
方
向
と
関

係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
た
。
人
は
前
か
が
み

に
な
っ
て
股
の
間
か
ら
後
方
を

見
る
と
、
天
地
が
逆
さ
ま
に
な

り
、
直
立
し
て
見
る
景
色
と
は

異
な
り
遠
く
の
も
の
が
小
さ

く
、
か
つ
手
前
に
あ
る
よ
う
に

見
え
る
。
日
本
三
景
の
一
つ
で

あ
る
京
都
府
の
天
橋
立
で
は
、

昔
か
ら
「
股
の
ぞ
き
」
を
し

て
、
そ
の
景
色
を
楽
し
む
風
習

が
あ
る
が
、
ま
さ
に
そ
の
効
果

を
真
面
目
に
研
究
分
析
。
人
は

姿
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
視
覚
に

影
響
が
あ
る
と
、
２
０
０
６
年

に
論
文
を
発
表
し
て
い
た
。
受

賞
の
発
表
を
聞
い
た
時
は
、
た

だ
た
だ
驚
い
た
そ
う
だ
。

　

10
月
20
日
に
は
「『
股
の
ぞ

き
』
受
賞
記
念
講
演
会
」
が
行

わ
れ
、
学
部
学
生
や
院
生
の

他
、
一
般
か
ら
の
聴
講
客
も
訪

れ
た
。
講
演
で
は
初
め
に
、
ア

メ
リ
カ
・
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

州
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

授
賞
式
の
模
様
を
披
露
。「
大
学

側
か
ら
、『
授
賞
式
に
行
っ
た

と
い
う
証
明
が
欲
し
い
』
と
い

わ
れ
、
取
材
し
て
い
た
記
者
か

ら
慌
て
て
写
真
を
も
ら
っ
た
」

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
。

イ
グ
・
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
つ
い
て

は
「
軽
く
て
、
暖
か
く
明
る
い

賞
」
だ
と
述
べ
た
。「
１
５
０

円
ほ
ど
で
売
ら
れ
て
い
る
」
と

い
う
10
兆
ジ
ン
バ
ブ
エ
ド
ル
の

副
賞
に
イ
グ
・
ノ
ー
ベ
ル
賞
の

い
い
意
味
で
の
「
軽
さ
」
が
う

か
が
え
た
。

　

教
授
は
続
い
て
、
受
賞
さ
れ

た
研
究
に
つ
い
て
詳
説
。
先
述

し
た
天
橋
立
を
例
に
出
し
、
こ

こ
で
の
股
の
ぞ
き
の
面
白
さ

が
、
身
体
の
位
置
に
伴
っ
て
３

Ｄ
で
あ
る
は
ず
の
風
景
が
劇
的

に
変
化
し
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る

と
解
説
し
た
。

　

講
演
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
に
は
、

イ
グ
・
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
に
際

し
て
教
授
が
詠
ん
だ
川
柳
が
ス

ラ
イ
ド
に
表
示
さ
れ
、「
イ
グ
・

ノ
ー
ベ
ル
／
ノ
ー
ベ
ル
ま
で
の

／
い
の
ち
か
な
」
な
ど
教
授
の

ユ
ー
モ
ア
に
会
場
は
笑
い
に
包

ま
れ
た
。
さ
ら
に
教
授
は
、
こ

れ
か
ら
研
究
を
進
め
て
い
く
人

た
ち
に
対
し
て
、「
伝
え
る
」
こ

と
が
大
切
だ
と
語
っ
た
。
こ
の

研
究
が
日
本
で
は
あ
ま
り
反
響

が
な
か
っ
た
反
面
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
学
会
に
お
い
て
は
面
白
が

ら
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

引
き
な
が
ら
、
論
理
力
・
実
証

・
英
語
力
に
よ
っ
て
「
伝
」
え

る
こ
と
が
大
切
だ
と
訴
え
た
。

　

東
寺
で
は
現
在
、
宝
物
館
・
五

重
塔
・
小
子
房
・
講
堂
・
灌
頂
院

に
て
秋
期
特
別
公
開
を
開
催
中
で

あ
る
。

　

東
寺
は
、
東
寺
真
言
宗
総
本
山

で
、
国
宝
五
重
塔
は
京
都
の
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
と
も
呼
ば
れ
る
ほ
ど
広

く
知
ら
れ
て
い
る
。も
と
も
と
、弘

法
大
師
空
海
が
嵯
峨
天
皇
か
ら
下

賜
さ
れ
た
寺
で
他
宗
を
禁
じ
た
真

言
宗
の
み
の
寺
と
し
て
空
海
が
築

い
た
真
言
密
教
の
根
本
道
場
だ
。

　

五
重
塔
で
は
、
普
段
非
公
開
に

な
っ
て
い
る
初
層
内
部
に
入
る
こ

と
が
で
き
、
本
尊
で
あ
る
大
日
如

来
に
見
立
て
た
心
柱
を
囲
む
阿
弥

陀
如
来
な
ど
の
四
仏
坐
像
や
、
極

彩
色
の
密
教
空
間
を
楽
し
め
る
。

ま
た
、
小
子
房
の
縁
側
を
歩
く
と

空
海
が
高
野
山
に
向
か
う
と
き
最

　

９
月
１
日
で
結
成
20
周
年
を

む
か
え
た
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
、
く

る
り
が
９
月
１
日
に
結
成
の
地

で
あ
る
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
で
ス

ペ
シ
ャ
ル
ラ

イ
ブ
を
開
催

し
た
。

　

く
る
り
は

立
命
館
大
学

在
学
中
に
岸

田
繁
、
佐
藤

征
史
、
森
信

行
に
よ
っ
て

結
成
さ
れ
た

ロ
ッ
ク
バ
ン

ド
で
、
今
回

の
ラ
イ
ブ
は

現
在
脱
退
し

た
森
信
行
を

交
え
て
行
わ

れ
た
。

　

結
成
当
時
の
話
を
加
え
な
が

ら
、
約
１
時
間
半
で
全
11
曲
を

演
奏
。20
周
年
を
自
ら
祝
し
た
。

�

（
河
村
）

る
。

　

特
別
公
開
は
、
宝
物
館
・
小
子

房
は
11
月
25
日
ま
で
、
五
重
塔
・

講
堂
・
灌
頂
院
は
12
月
４
日
ま

で
。
境
内
の
紅
葉
が
色
づ
く
こ
ろ

に
、
参
拝
し
て
は
い
か
が
だ
ろ
う

か
。

後
に
出
た
と
さ
れ
る
国
宝
蓮
花
門

が
見
え
、
庭
を
静
か
に
流
れ
る
水

の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。
小
子
房

の
内
部
に
入
れ
ば
、
本
学
の
学
生

に
は
馴
染
み
深
い
だ
ろ
う
日
本
画

家
・
堂
本
印
象
が
描
い
た
襖
絵
や

障
壁
画
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き

股
の
ぞ
き
の
効
果
に
よ
る
視
野
の
研
究イグ・ノーベル賞知覚賞を

受賞した立命館大学文学部
・東山篤規教授　　　　　

末川博元学長の記念碑前でポケモンＧＯをプレイする学生たち

ロックコミューン部室にて、20周年ライブを
行うくるり（写真：渡邊一生）東寺の国宝五重塔

今
回
の
受
賞
内
容
で
あ
る
股
の
ぞ
き
の
イ
メ
ー
ジ
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検索立命館大学新聞社

www.ritsumeikanunivpress.com 立命館大学新聞社

新ホームページ
http://www.ritsumeikanunivpress.com/

新しいタブ

ritsumeikanunivpress.com

立命館大学新聞社のホームページ・ロゴが新しくなりました。

秋季新人記者募集中！秋季新人記者募集中！

東寺五重塔
秋の特別公開

立命館でも
賑わう

20
周
年
記
念

ラ
イ
ブ　
　

結
成
の
地 

立
命
館
で

受
賞

東
山
教
授
イ
グ・ノ
ー
ベ
ル
賞

く
る
り

命
館
大
学
で
も
多
く

の
学
生
が
プ
レ
イ
す

る
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

ポ
ケ
ス
ト
ッ
プ
と

呼
ば
れ
る
ア
イ
テ
ム

な
ど
が
無
料
で
手
に

入
れ
ら
れ
る
ス
ポ
ッ

ト
に
存
心
館
や
末
川

博
元
学
長
記
念
碑
が

指
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
周
辺
に
は
多
く

の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
集

ま
っ
て
い
た
。
普
段

あ
ま
り
学
生
が
集
ま

ら
な
い
記
念
碑
前
の

ポ
ケ
ス
ト
ッ
プ
に
集

ま
る
学
生
を
事
情
が

分
か
ら
な
い
警
備
員

が
、
不
思
議
と
困
惑

に
満
ち
た
表
情
で
見

つ
め
て
い
た
。

　

前
期
の
終
わ
り
が
近
づ
い
た

７
月
22
日
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

用
ア
プ
リ
「
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
」

の
配
信
が
国
内
で
始
ま
っ
た
。

日
本
よ
り
も
先
に
海
外
で
配
信

さ
れ
大
人
気
を
博
し
て
お
り
、

日
本
で
も
配
信
後
に
は
社
会
現

象
を
引
き
起
こ
し
た
ア
プ
リ
だ

が
、
そ
の
配
信
初
日
に
は
、
立


